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科学教育と道徳教育とを振興するととの緊要左ととは，いまさらいうまでも左い。
当教育研究所では ，昭和 3 5年創立 10周年記念事業として，総合的な教育センタ
ーを建設したいという構想をたてた。 とれは ，従来各教科bよび道徳教育の研究を
主にしてきた教育研究所VC， J:ill科教育センターを併設するとともに，カウン セリ ン
グセンターを新設して ，親子のための教育相談治療に関する研究と笑践を始め ，を
おp，教育資料センター ・宿泊研修センタ ーも付設 して ，とれを総合的K運営しよう
というものである。幸い十ても ，関係各位の絶大左ど支援Kよって， 3 7年 7月 ，全
固にさきがけて総合教育センタ ーを新築してもらい，その 3階κは最新の設備をし
た教育相談室をつぐってもらった。
教育相談事業を開始するにあたっては，未開拓の分野の多いとの方面の研究を進
めるため，先ず専門所員を養成する ととから着手した。それから!日庁舎の一部を改
造して面接相談室 ・遊戯治療室念どをつ〈って，実際K相談を始めたむは 3 6年 1
月からであった。いろいろ問題を起とし，父母:や教師に心配をかけ，人tてめいわ〈
をかけた.J?，ある t^は ，人にきらわれ ，みは念されたよう念子どもであっても ，そ
の教育相談治療にあたっては ，一人一人の子どもを人間として限b念〈尊重 し， わ
れわれの誠意と情熱をかたむけて真剣に研究し続けた。とれを伝え聞いて ，相談に
来所される方んが新庁舎ができてからはますます多〈なってきたので ，毎年教育相
談専門所員の増員に努めた。本年度む来談者は延千数百名をとえたので，来年度は
さらに女性の専任カウンセラーを増し， 5名の専門所員で担当するととにした。
しかし，県立¢カウンセリングセンターを利用できる来談者は，交通事情念どの
関係から ，新偲市とその近接の市町村κ限られてしまう。とのカウンセリングセン
ターを県内主要の都市K設置するまらば，利用者はいっそう増加し ，よb多ぐ県民
r-奉仕するととができょう。とれは ，県立の理科教育センターのほかに ，県内主要
の郡市に地区理科教育センタ ーを設置 してもらった実績からみても ，効果の多い と
とは説明を要し念いととろであろう。
最近は ，とくに「人づ<.J? Jが強調され，家庭も学校も社会も青少年の健全育成
に努めているにもかかわらず ， 問題の子どもや非行をbかす青少年が増加 し て:t~.J? ， 
教育相談治療の重要性はいっそう増大している。しかも ，問題児K関する研究が ，
正常在子どもの成長発達にも大いに活用される ととが明らかに左.J?，一般の学校教
育の在かに，カウンセリングの理論と技術を大いにとb入れる必要が増してきた。
そとで，者s市の中学校で，問題の多い生徒指導K苦心している教師1'[，当教育
究所のカウンセリ ングセンターになける施設と研究成果を活用して，実際に父母
子 どもの教育相談治療にあたってもらい，その理論と技術を体得してもらいたいと
昨年初めからいろいろ具体案をねった。
幸い ，ζ の中学校カワンセラ ー養成のため， 3か月の研修をする新規事業の県
算が認め られ，米年度から研究助成金を交付し，代替教員、も特配して， 1 2名ず
実施できるように念ったとと は，他県Vとは例のないととでる.!?，まとと K感謝Vて
え念いととろである。
とのカウンセラー養成の長期研修を終わった教師が，それぞれの学校カウンセ
ングに努力するとともに，地区カウンセリングセンター建設の中核と をJ?，やが
とれを総合的在地区教育センタ-vc発展させる原動力と在るととを念願ナるもの
ある。
ととに集録した二つの研究報告は，当研究所の教育相談研究室に必ける第 3年
の研究をまとめたもので ，まだ経験も浅く，未熟のと ζ ろも少左 〈左いが ，各位
率直念ど批判とど指導をいたた、いて，との方面の研究をいっそう推進していきた
と思う。
初めの「カウンセリングの実践的研究Jは ，本年度K当研究所で実施した千お
回のカウンセリングを分析研究し， ζれらの実践的資料に悲づいて，カウンセリ
グの理論と技術を具体的に記したものである。
次の「問題生徒の理解と指導に関する研究Jは，非行をする子どもと非行を し
い子どもの性格特性の相違と ，それらの親子関係との関連を とらえて分析し，ま
非行をする子どもに対ナる効果的念指導法を具体的念事例をと沿して述べたも¢
ある。
最後十て，とれらの研究を進めるにあたって ，いろいろど協力をいただいた関係
{立に対し，深〈感謝む意を表するしだいでるる。
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